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〈癒しの音楽の特徴について〉















































































































































1 .イマジン 20 
1 .レット・イット・ピー 20 
3. JlIの流れのように 17 
4.花 16
5.いい日旅立ち 14 
6. カノン(パッヘルベル) 12 
6.ノクターン(ショパン) 12 
6.無伴奏チェロ組曲(バッハ) 12 






























1l.夜空ノムコウ (SMAP) 10 





1l.赤とんぼ 10 19.ヘイ・ジュード 8 







































































































































く好奇心の強い男〉 4 '15" 3 初恋
「モルダウJ 6 '21" 4，5，7 活気に満ちた，身体の川の旅を思わせる
交響曲「新世界」第2楽章 12'15" 3，4 心の扉を開く
IG線上のアリアJ 5 '45" 1，3 暖かい弦による調整的な旋律
「主よ人の望みの喜びよJ 3 '41" 3 
「カノンJ 7 '09" 4 オステイナートが変性状態のための
安全な土壌を作る
「ドイツレクイエムJ第l曲 5 '00" 1，2，8 合唱の鳴り響く安心
「皇帝」第2楽章 6 '36" 4，5 繊細な，壊れやすい，別世界へ導く
気分 1.霊的 2.悲しい 3.夢のような 4.叙情的

























































































の曲を， (1)ビートルズ， (2)日本の歌， (3)西洋音
楽の3分類し，和声から構成の特性をみていく.
( 1 ) ビートルズ
(1) IイマジンJジョン・レノン 作詩・作曲

















1 .弦楽セレナード(モーツアルト) 7 .合奏協奏曲「四季J(ヴイヴァルデイ)
2. ワルツ集(ショパン) 8.交響曲「第2番J (ベートーヴェン)
3. I白鳥の湖J (チャイコフスキー) 9 .交響曲「第5番J(ベートーヴェン)























種あり， let it beと呪文を唱えるところは常に
V -N (DS進行)が現われ，曲の終止もW町 Iと
サブドミナント(変格終止)で終わっている.

























































( 3 ) 西洋音楽
(1) 1カノン」パッヘルベル
原曲は 13声のカノンとジーグ」ニ長調であ
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die Er - - - de seh. 
c: 1 V7 
ド百年ァマ士二J→サ→」下半ヰ
Wo find ich ei ne BIU -le， 




















第4節の EinenWeiser seh ich stehen Unverruckt 
vor meinem Blick， (道しるべが目に止まる 道
しるべは動かずにぼくの前に立っている)Eine 












































時三主主に手戸十寸十寸一三g w ~ k主二
ItJ r 
































































































































































































古典派の和声様式は， (1) T-S-T， (2) Tδ-D司T，










































There would be no music and no need for it if it 
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